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日本思春期青年期精神医学会 

第 30 回大会のご案内 

 
今般、日本思春期青年期精神医学会第 30 回大会を下記の要領で開催いたします。今回は『青

年期におけるアタッチメントの課題』を大会テーマとし、様々な青年期臨床の問題をアタッ

チメントの観点から考えてみたいと思います。会員の皆様のご発表とご参加を心よりお待ち

申し上げます。 
 

日本思春期青年期精神医学会  会 長 小倉 清 
第 30 回大会 大会長 黒木俊秀 

 
記 

 
会期：2017 年 7 月 22（土）～23 日（日） 
会場：九州大学医学部百年講堂中ホール 
   〒812-8582 福岡県福岡市東区馬出 3-1-1 
 
大会テーマ：『青年期におけるアタッチメントの課題』 
 
プログラム： 
第 1 日目 7 月 22 日（土） 
開会式 9:50～10:00 
 
一般演題（１） 10:00～12:30 【第一会場】 
司会： 加藤隆弘 （九州大学大学院医学研究院） 
 
1. 摂食障害における「わかること」の意義 
  石橋大樹 （可也病院） 
 
2. 治療者への同一化を頼みとしながら対人恐怖心性を抱える青年期事例 
  牧野高壮 （北海道科学大学） 
 
司会： 生地 新（北里大学大学院医療系研究科） 
 
3. 嘔吐恐怖の前思春期女児に対する入院治療ー児童精神科病棟という空間を利用すること

ー 
   伊藤一之（静岡県立こども病院こころの診療科） 
 
4. 記憶の繋がらない子ども達と繋がりを持つことはできるのかー精神科救急病院・児童心理

治療施設・一般精神科病院でタッグを組んだ力動的取り組みー 
  堀川百合子、堀川公平 （のぞえ総合心療病院） 
 
5. 森田療法から見た母子関係の臨床 
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  黒木俊秀 （九州大学大学院人間環境学研究院） 
 
一般演題（２） 10：00〜12：00 【第 2 会場】 
司会： 山下 洋 （九州大学病院子どものこころの診療部） 
 
6. 不登校を抱える思春期 ASD 患者とのプレイセラピー：ウィニコットの視点から 
  作山洋子 （たちメンタルクリニック）、増尾徳行 （兵庫県立ひょうごこころの医療セン

ター）、館 直彦 （たちメンタルクリニック／大阪市立大学） 
 
7. 精神科児童思春期専門病棟における音楽療法の実践ーバンド活動での関わりについてー 
  桜井三月、中 康 （公立学校共済組合関東中央病院） 
 
司会： 増尾徳行（兵庫県立ひょうごこころの医療センター） 
 
8. 自殺企図で入院した女子中学生の両親に対する親ガイダンス 
  中 康 （公立学校共済組合関東中央病院） 
 
9. 不安と罪悪感から互いに離れられない母娘関係への母親ガイダンスー助言ケースワーク

から準洞察療法の親ガイダンスを利用してー 
  仲谷 隆（北条クリニックおおの／はしもと） 
 
昼休み・学会合同委員会 12:30～13:30 
総会 13:30～14:00 
 
特別講演 14:00～15:00 

『対象関係から見たアタッチメントの課題』 
司会：黒木俊秀（九州大学大学院人間環境学研究院） 
講師：松木邦裕 （京都大学名誉教授） 

 
シンポジウム 15:15～17:45 

『青年期におけるアタッチメントの課題』 
司会：平野直己（北海道教育大学） 
   加藤隆弘（九州大学大学院医学研究院） 
シンポジスト 
  ：鈴木智美（可也病院） 

  三上謙一（北海道教育大学保健管理センター） 
     大江美佐里（久留米大学医学部精神科） 

指定討論：加藤隆弘（九州大学大学院医学研究院） 
 

交流会・学会設立 30 周年記念祝賀会 18:00～20:00 九州大学医学部百年講堂 
 
第 2 日目 7 月 23 日（日） 
 9:30～10:30 教育講演 
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『「親子の絆」の比較発達心理学—最近の進歩』 
司会：神庭重信（九州大学大学院医学研究院） 
講師：橋彌和秀（九州大学大学院人間環境学研究院） 

 
10:30〜13:00 ワークショップ：レクチャー＆ケースカンファレンス 
  『発達段階におけるアタッチメントの課題を捉える』 

 司会：西村良二（福岡大学医学部精神医学教室） 
    山下 洋（九州大学病院子どものこころの診療部） 
 講師：山下 洋（九州大学病院子どものこころの診療部） 

     姜 英愛（クリニックおぐら） 
  ケース提供：佐竹 歩（福岡市子ども総合相談センター「えがお館」） 
  指定討論：生田憲正（クリニックおぐら） 
 
14:00〜15:30 市民公開講座（入場無料） 
  テーマ：『子どもの心の安全基地を育む』 
  司会：黒木俊秀（九州大学大学院人間環境学研究院） 
  鼎談：村田豊久（教育と医学の会） 

   小倉 清（クリニックおぐら） 
   小林隆児（西南学院大学） 
後援：公益財団法人武田精神分析こころの健康財団 

 
大会参加資格 
 以下のいずれかに該当する方が参加できます 
・本学会の会員および研修会員 
・医学、心理学等の臨床的活動に携わり、守秘義務を負うことに同意できる方 
・医学、心理学等の領域の大学院生で、守秘義務を負うことに同意できる方 
※非会員と大学院生の方は、当日、ご所属を証明するものをご提示ください 

 
参加費 
 会員（医師）：15,000 円（交流会費を含む） 
 会員（医師以外）：12,000（交流会費を含む） 
 非会員 ：7,000（１日のみの参加）／12,000 円（2 日間の参加） 
 大学院生：3,000 円（１日のみの参加）／5,000 円（2 日間の参加） 
 交流会費：一般 5,000 円、大学院生 4,000 円 
※「子どものこころ専門医制度」への参画・運営のため、医師会員の参加費が高く設定さ

れています。 
※宿泊・交通については、各自でご手配ください。 

 
連絡先：日本思春期青年期精神医学会 第 30 回大会実行委員会事務局 
〒812-8581 福岡市東区馬出 3-1-1 
九州大学大学院医学研究院精神病態医学分野 
E-mail: jsap30th@gmail.com Fax.: 092-642-5644 
 
 


